
■公立大学法人大阪府立大学 平成30年度計画の業務実績における評価について（参考）

Ⅰ 教育研究等の質の向上（「地域貢献等」及び「グローバル化」に関する項目を除く） ■教育研究等の質の向上（「地域貢献等」及び「グローバル化」に関する項目を除く）の進捗状況の確認
確認 確認

●小項目の進捗状況の自己点検

年度計画を上回って実施している  （Ⅳ相当）  ２項目

年度計画を順調に実施ししている  （Ⅲ相当） １０項目

年度計画を十分に実施できていない（Ⅱ相当）  ２項目
1 〇

2 〇 ●認証評価結果・・・直近の「認証評価機関による評価」については、以下のとおり良好な評価を得ている。

府大 大学認証評価機関 「評価基準を満たしている」
3 〇 （H28年度） 選択評価事項 B（地域貢献）
4 〇 選択評価事項 A（研究活動）
5 〇 高専 高等専門学校機関別認証評価機関 「評価基準を満たしている」
6 〇 （H29年度） 選択評価事項A（研究活動の状況）
7 〇 選択評価事項B（正規課程の学生
8 〇 以外に対する教育サービスの状況）

9 〇

10 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇

15 〇

16 〇

17 〇

18 〇

19 〇

20 〇

21 〇 ■教育研究等の質の向上（「地域貢献等」及び「グローバル化」に関する項目）の評価
22 〇 評価 評価

31 ◎

32 〇 23 〇

33 〇 24 〇

34 〇

35 〇 25 〇

26 〇

36 〇

37 ◎ 27 〇

38 〇 28 〇

39 △ 29 〇

40 〇 30 〇

41 〇

42 △ 46 〇

43 △

47 〇

17 44 〇 Ⅲ Ⅲ相当 48 〇

18 45 〇 Ⅲ Ⅲ相当

Ａ
計画どおり

全て
Ⅲ以上

事   項

自己評価

計画
番号別

小項目
評価

小項目
評価

大項目
評価

①研究成果の発信と還元による産業活性化への貢献

Ⅲ Ⅲ研究成果の発信・還元

大阪の産業活性化への貢献

Ⅲ Ⅲ多様で質の高い生涯教育の提供

社会人が学びやすい場の提供

自治体施策との連携によるグローバル化

①研究成果の発信と社会への還元
Ⅲ Ⅲ

小項目
番号

年度
計画
番号

事   項

自己点検

小項目
番号

年度
計画
番号

計画
番号別

小項目
点検

小項目
進捗

大項目
進捗

アドミッションポリシーに基づく学生の受入れ

高大接続改革への対応

1

①入学者選抜

Ⅲ Ⅲ相当

学士課程の教育の質の向上

専門職種人材の育成

グローバル人材の育成3

③グローバル人材の育成

Ⅲ Ⅲ相当
海外留学支援の強化・留学生との交流促進

8

１
 
大
阪
府
立
大
学

（3）地域貢献等に関する目標

「目的の達成状況が良好」

「目的の達成状況が極めて良好である」

小項目Ⅲ相当以上：
１２/１４項目（約85.7％）

2

②教育目標及び教育内容

Ⅲ Ⅲ相当

9

②教員組織の大胆な改革

地域志向型のカリキュラムの推進

10

③地方自治体など諸機関との連携の強化

産学協同による人材育成

（4）グローバル化に関する目標

Ⅲ Ⅲ

教育研究体制の充実

自治体等との連携

大学院課程の教育研究の質の向上

諸機関との連携・地域課題への対応

11
教育研究活動のグローバル化

Ⅲ Ⅲ

3ポリシーに基づく内部質保証体制の整備

研究成果の発信・還元

教員の教育力の向上・組織的な教育改善

20

②公開講座や出前授業の推進

Ⅲ ⅢorⅣ

教育カリキュラムの国際通用性の向上

２
 
府
大
高
専

（3）地域貢献等に関する目標

リカレント教育の検討

Ⅲ相当

アドミッションポリシーに基づく学生の受入れ

④教育の質保証

Ⅱ Ⅱ相当3ポリシーに基づく内部質保証体制の整備

教員の教育力の向上・組織的な教育改善

学生の海外派遣（本科）

府大と連携した国際交流の推進

④教育の質保証

Ⅲ Ⅲ相当

19

学習支援

就職支援（留学生含む）

障がいのある学生への支援

出前授業・公開講座の推進

5

⑤学生支援体制等の充実

Ⅲ Ⅲ相当

修学環境の整備

留学生への支援

4

研究水準の向上

7

②研究体制の整備

Ⅲ Ⅲ相当

（2）研究に関する目標

6
①研究水準の向上

Ⅲ

２
 
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校

（1）教育に関する目標

12
①入学者選抜        

Ⅳ Ⅳ相当

研究活動の活性化を図る体制整備

諸機関との連携による研究の推進

戦略的な外部資金獲得・その支援

１
 
大
阪
府
立
大
学
の
教
育
研
究

（1）教育に関する目標

府大との交流による教育の質の向上

14

③グローバル人材の育成

Ⅳ Ⅳ相当

13

②教育目標及び教育内容

Ⅲ Ⅲ相当
高い倫理観の涵養（本科・専攻科）

学士課程の教育の質の向上

教育の質の向上（専攻科）

15

学生の海外派遣（専攻科）

（2）研究に関する目標

府大との連携による研究推進・研究力向上

研究水準の向上

16

⑤学生支援体制の充実等

Ⅱ Ⅱ相当
修学環境の整備

キャリアサポートの充実

多様な進路の確保（府大などへの特別推薦の継続）

■教育研究等の質の向上（「地域貢献等」及び「グローバル化」に関する項目を除く）の

進捗状況の確認結果

【案１】全体的に計画どおり進捗していると認められる。■■■■

【案２】全体的におおむね計画どおり進捗していると認められる。

【案３】一部計画についてやや遅れがあると認められる。■■■

●小項目の進捗状況の自己点検

年度計画を上回って実施している  （Ⅳ相当）  ２項目

年度計画を順調に実施ししている  （Ⅲ相当） １０項目

年度計画を十分に実施できていない（Ⅱ相当）  ２項目

●認証評価結果・・・直近の「認証評価機関による評価」については、以下のとおり良好な評価を得ている。

府大 大学認証評価機関 「評価基準を満たしている」

（H28年度） 選択評価事項 B（地域貢献）

選択評価事項 A（研究活動）

高専 高等専門学校機関別認証評価機関 「評価基準を満たしている」

（H29年度） 選択評価事項A（研究活動の状況）

選択評価事項B（正規課程の学生

以外に対する教育サービスの状況）

小項目Ⅲ相当以上：

１２/１４項目（約85.7％）

「目的の達成状況が極めて良好である」

「目的の達成状況が良好」

参考資料７

府大 １



■公立大学法人大阪府立大学 平成30年度計画の業務実績における評価について（参考）

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化の評価 Ⅴ その他業務運営の評価
評価 評価 評価 評価

49 〇 64 ◎

50 〇 65 〇

51 〇 66 〇

52 △

53 〇 67 〇

54 〇 68 〇

69 〇

55 〇

70 〇

Ⅲ 財務内容の改善の評価
評価 評価 Ⅵ 大阪市立大学との統合等の評価

評価 評価

56 〇

71 〇

57 〇 72 〇

58 〇 73 〇

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供の評価 小項目評価 ① ②大項目評価

評価 評価

59 〇

60 ◎

61 〇

62 〇

63 〇

小項目評価 ① ②大項目評価

■全体評価 ＜全体評価の評価結果＞（※小項目全体でⅢ以上の割合を出した時の数値。）

Ⅰ 教育研究等の質の向上（進捗状況確認）

Ⅰ 教育研究等の質の向上（地域貢献等、グローバル化） 【案４】計画どおり＋Ａ５つ（※92.3％）

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化 「全体として年度計画及び中期計画のとおり進捗している」

Ⅲ 財務内容の改善 【案５】おおむね計画どおり＋Ａ５つ（※92.3％）

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供 「全体としておおむね年度計画及び中期計画のとおり進捗している」

Ⅴ その他業務運営 【案６】やや遅れている＋Ａ５つ（※92.3％）  

Ⅵ 大阪市立大学との統合等 「年度計画及び中期計画についてやや遅れいている」

25

1 評価

Ⅳ Ⅳ
点検評価と改善（高専）

小項目
評価

大項目
評価

小項目
番号

年度
計画
番号

Ａ：計画どおり（全てⅢ以上）

Ａ：計画どおり（全てⅢ以上）

Ａ：計画どおり（全てⅢ以上）

大阪市立大学との連携・共同化

Ａ：計画どおり（全てⅢ以上）

戦略的広報の実施

支援者等への情報発信の充実

2 情報の提供と戦略的広報

情報の提供

Ａ
計画どおり

全て
Ⅲ以上

点検評価と改善（大学）

事   項

自己評価

計画
番号別

小項目
評価

Ａ
計画どおり

全て
Ⅲ以上

新大学に向けた検討・手続の推進

現キャンパスの課題・方向性や新大学のキャンパスの検討

2 大阪市立大学との連携の推進

運営費の確保

自己収入の確保

ⅣorⅢ

Ａ
計画どおり

全て
Ⅲ以上

理事長のトップマネジメント 施設整備プランの推進

業務（法人・大学・高専）整理と組織検討

Ⅲ

おおむね計画どおり ｏｒ やや遅れている

Ａ：計画どおり（全てⅢ以上）

Ｃ：やや遅れている（Ⅲ以上が９割未満）

小項目
評価

大項目
評価

27

1 大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進

Ⅲ Ⅲ

Ａ
計画どおり

全て
Ⅲ以上

年度
計画
番号

事   項

自己評価

計画
番号別

小項目
評価

小項目
番号

計画的な機器等の更新

教職員評価制度 3 コンプライアンス・リスクマネジメントの強化

柔軟な組織編制・人員配置 コンプライアンス・リスクマネジメントの強化

23
3 教員組織の改革

Ⅲ Ⅲ
情報セキュリティ

安全衛生・防災

施設・機器の有効利用等 4 人権

教職員の育成 研究公正の推進・研究費不正使用の防止

22

2 教職員組織の運営の改善

Ⅱ Ⅱ

2 安全管理等

小項目
評価

大項目
評価

21

1 運営体制の改善

小項目
番号

年度
計画
番号

事   項

自己評価

計画
番号別

小項目
評価

小項目
評価

大項目
評価

計画
番号別

小項目
番号

年度
計画
番号

事   項

自己評価

小項目
評価

Ｃ
やや遅れ
ている
Ⅲ以上が
９割未満

26

1 施設設備の整備

Ⅳ

Ⅲ

多様な人材の確保・活用・育成・登用

人権尊重

小項目
評価

大項目
評価

小項目
番号

年度
計画
番号

事   項

自己評価

3 運営費交付金について

2 経費の抑制に関する目標

運営経費の抑制
24

1 自己収入の確保に関する目標

Ⅲ Ⅲ

計画
番号別

小項目
評価

府大 ２


